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荏原工業洗浄株式会社 雇用事例紹介
当社は、電力会社の持つ

火力発電所や原子力発電所
などの施設を中心に、「洗
浄」「除染」などのメンテ
ナンス業務を行っている企
業です。
長年、日本のエネルギー

インフラを陰で支え社会に
貢献してまいりましたが、
現在は、福島第一原子力発
電所において、廃炉のため
に当社がもつ技術力を結集

し、世界初にして最大の除
染装置を作り上げ、復興の
ために協力しております。
他の分野においても、何

か社会貢献ができないか考
えていたおり、社内の組織
変更に伴い、総務人事部の
業務負担が増したため、新
たに人材を募集することに
なりました。そこで、障害
者雇用を検討し始めました。
しかし、今まで障害のあ

る方を採用した経験がなく、
どうやって進めたら良いか、
全く分からない状態でした。
半ばあきらめかけた時、偶
然にも川崎市のホームペー
ジで『企業応援センターか
わさき』(以後、”応援セン
ター”と称する)の存在を知
り、ダメもとで直接訪問を
したのが2019年8月のこ
とでした。
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突然の応援センターへの訪
問にも関わらず、当社の課題
に真摯に向き合ってくれ、訪
問後間もなく『雇用迄の実施
計画案』を作成いただきまし
た。50項目に及ぶ課題に対し
て、それを受け取った時の正
直な気持ちとしては「こんな
にもやることがあるのか?」
「できるだろうか?」との不
安がありました。その後も応
援センターの支援員に実際に

社内の様子を見学いただいた
り、”障害者を受け入れてい
る他企業担当者からの声が直
接聞ける講演会”や、 ”受け入
れ企業としての心構えを身に
着けるための研修会”等の
様々な学びの機会を提供いた
だきました。そして徐々に
「採用」に向かっての準備を
進めて行くことができました。
途中で不安になったり、諦め
かけた時もありましたが、そ

のたびに「今はこの段階まで
進んでいます」「一緒に頑張
りましょう」との励ましの言
葉をいただくなど、親身に
なって私たちと一緒に取り組
んでいただいたおかげで、ひ
とつ、またひとつと項目をク
リアしていき、気が付いた時
には全項目を達成することが
できていました。結果、
2020年4月1日付で採用まで
たどり着くことができました。

まずは自分たちが学ぶべきこと
障害のある方を会社に受け

入れるためには、その責任部
門となる私たち総務人事部が、
誰よりも障害のある方につい
て理解をしないと進められな
いことを教わりました。
そこで、まずは障害の種類

やそれぞれの特性について学
ばなくてはなりません。時間
をかけて、応援センターから
「どのタイプの方が適してい
るのか」「迎え入れる側とし
てどのような準備が必要なの
か」説明をしてくれました。

そして少しずつ時間をかけて
習得していきました。
また、ハローワークの雇用

指導官から障害者雇用助成金
制度について説明を受けたり、
川崎市内の障害者就労移行支
援事業所で、障害者の方の就
労に向けた訓練の様子を見学
したりと、障害のある方と一
緒に就労するイメージを作る
ことができました。
一歩一歩ではありましたが、

『私たち自身の成長』を促し
てくれました。

実施計画の中には『社員全
員の障害者雇用に対する基礎
知識の習得』もありました。
本来なら総務人事部の役割

ですが、応援センターから、
『神奈川県障害者雇用促進セ
ンター（神奈川県の事業）』
を紹介していただきました。
県の職員の方に社内で全社

員を集めた出前講座の講師を
務めていただいたおかげで、
全社員が障害者雇用制度や障
害者特性について習得するこ
とができました。
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